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１ かわさき水ビジネスネットワークの組織構成・活動モデル
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１－１ 組織構成

会員内訳

民間企業等 自治体 合計

54団体 1団体 55団体

協力団体内訳

関係省庁 関係団体 海外自治体 合計

3団体 6団体 ２団体 1１団体

協力団体（関係省庁）

・厚生労働省
・経済産業省
・国土交通省

協力団体（関係団体）

・（独）国際協力機構
・（株）国際協力銀行
・（公社）日本水道協会
・（独）日本貿易振興機構

横浜貿易情報センター
・（公社）日本下水道協会
・（公財）川崎市産業振興財団

協力団体
（海外自治体）

・ダナン駐日代表部
・クィーンズランド

州政府駐日事務所

海 外

幹事会

・伊藤忠商事㈱
・川崎商工会議所
・JFEエンジニアリング㈱
・㈱東芝
・㈱みずほ銀行
・㈱横浜銀行
・川崎市

会 員
（水関連企業・団体）

５５団体

サ
ポ
ー
ト

サ
ポ
ー
ト

サ
ポ
ー
ト

（敬称略）

かわさき水ビジネスネットワーク（略称：かわビズネット）

役 員 ○会長：小泉明 首都大学東京都市環境学部特任教授 ○特別顧問：川崎市長、川崎商工会議所会頭

国 内



１ かわさき水ビジネスネットワークの組織構成・活動モデル

3

スキーム構築・実施可能性調査 事業実施ニーズ把握

現地
調査

ﾆｰｽﾞ
把握

ﾁｰﾑ
形成

ﾋﾞｼﾞﾈｽ
ﾓﾃﾞﾙ形成

実施可能
性調査

◆ ニーズ調査

◆ G to G関係に基づく
ニーズ調査支援

◆ ミッション団の派遣

◆ チーム形成のコーディネート

◆ G to G 関係の構築による調査・事業実施の環境整備

◆ 上下水道の事業運営に係る技術・ノウハウの提供

◆ 国・関係団体と協力した政策・制度面での支援

◆ セミナー・交流会の開催 ◆海外向け情報発信 ◆会員への情報提供

水ビジネスの基本的な流れ

対象国・地域のニーズ把握 スキーム構築・実施可能性調査・事業実施へのサポート

会員への情報サービス提供

受注
事業化

建設
完成

運転
維持管理

１－２ 活動モデル
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２-１ ベトナム・バリアブンタウ省の取組
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ベトナム・バリアブンタウ省と川崎市との主な交流

2012年９月に川崎市とバリアブンタウ省は経済産業交流の覚書を、川

崎商工会議所と同省商工局は貿易、投資等の促進に向けた協力協定書を

締結。その後、日越国交正常化40周年記念式典への参加（2013.8）

や、川崎国際環境技術展2014・2015でのブース出展など、両省・市

の政府幹部や企業の相互交流が進んでいる。

会員への意向調査

の実施（2012.11）

バリアブンタウ省セミ

ナーの開催（2014.2）

2013年度2012年度

①第一次官民共同ニーズ調査

の実施（2014.5）

②第二次官民共同ニーズ調査

の実施（2014.8）

③厚生労働省委託事業への採択

（2014.10）

2014年度



２-１ ベトナム・バリアブンタウ省の取組
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ニーズ調査

6

① 第一次官民共同ニーズ調査の実施

かわビズネット事務局が企画、参加会員を募集し、会員4社と川崎市が参加

バリアブンタウ省人民委員会、水関係機関・企業を訪問し、ヒアリング・視察

を実施（2014.5）

会員の技術アピール、企業交流会を実施

在ベトナムのＪＩＣＡ、かわビズネット会員の

支店でもヒアリング

現地ヒアリングの様子

☆ コン・ダオ県の上下水道に関する懸案に言及
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２-１ ベトナム・バリアブンタウ省の取組

② 第二次官民共同ニーズ調査の実施

第一次官民共同ニーズ調査の結果を受け、第二次調査として会員3社と川

崎市が参加し、ベトナム・バリアブンタウ省コン・ダオ県での現地調査や同

省政府機関との意見交換を実施（2014.8）

ＪＩＣＡベトナム事務所南部連絡所

において意見交換

（公社）日本下水道協会が事務局

を務めている下水道グローバル

センター（GCUS）の支援を受け

て調査を実施 現地調査の様子

ニーズ調査

☆ コン・ダオ県のインフラ整備へのニーズ確認
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２-１ ベトナム・バリアブンタウ省の取組

③ 厚生労働省委託事業への採択

厚生労働省の「平成26年度（第二期）水道分野海外水ビジネス官民連携型

案件発掘形成事業」に会員が応募、バリアブンタウ省コン・ダオ県における

提案が採択（2014.10）

実施可能性調査支援

かわビズネットを通じて会員が関係省庁・団体か

ら委託事業を直接受注した初の事例（かわビズ

ネットを通じた委託事業の受注は2件目）

会員3社と川崎市で調査団を形成

バリアブンタウ省コン・ダオ県における水道施設の

拡張、水資源の有効利用に向けた現地調査、関

係機関との意見交換等を実施（2014.12）

JFEエンジニアリング㈱

日本原料㈱

川崎市

調査団の構成

厚生労働省

オリジナル設計㈱

委託

再
委
託
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２-１ ベトナム・バリアブンタウ省の取組

③ 厚生労働省委託事業への採択

コン・ダオ県の離島という限られた条件の中でより効果的・効率的に安全な

水の供給地域を拡張するため、日本の水環境技術を活かした案件形成の

発掘を目指す

実施可能性調査支援

オリジナル設計㈱から詳細を発表
※出典：ベトナム国バリア・ブンタウ省コン・ダオ県における

水ビジネス官民連携型案件発掘形成事業報告書

（図）コンダオ県水環境インフラ事業のイメージ

官民が連携して「水資源節約・水資源有

効利用型モデル」を検討し、水資源が限ら

れた地域やリゾート地域など環境への配

慮が必要な地域での事業展開を目指す

調査結果を取りまとめ、報告書として厚生

労働省に提出（2015.3）



２-２ 海外向け情報発信
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2013年度2012年度 2014年度

ダナン市セミナー開催

（2013.2）

川崎国際環境技術展

2013でのブース出展

（2013.2）

ベトナム・ダナン市長へ

の情報発信（2013.8）

ラオス国際セミナーで

の情報発信（2013.11）

川崎国際環境技術展

2014でのブース出展

（2014.2）

かわビズネット紹介パン

フレットの発行（2014.2）

①ラオス国際セミナーでの情報発信
（2014.11）

②大使館向けセミナーでの活動紹介
（2014.12）

③川崎国際環境技術展2015での
ブース出展（2015.2）

④かわビズネット紹介プロモーション・
ビデオ（ＰＶ）の製作（2015.2）

かわビズネット紹介パンフレット
の改訂（2015.2）
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２-２ 海外向け情報発信

① ラオス国際セミナーでの情報発信

海外向け情報発信

川崎市が参画している「ラオス国水道公社事業管理能力向上プロジェクト（Ｊ

ＩＣＡ）」主催の「国際会議」及び厚生労働省が主催する「ラオス-日本水道セミ

ナー」において、かわビズネットの取組をＰＲ（2014.11）

参加者による集合写真

ラオス国ビエンチャンで開催された各セミナーには、ラオス全国の水道関係

者のほか、日本人や近隣諸国からの出席者も含めて約200名が参加

セミナーでのPR活動
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２-２ 海外向け情報発信

② 大使館向けセミナーでの活動紹介

海外向け情報発信

会員が各国大使館関係者を集めて開催したセミナーにおいて、かわビズ

ネットの活動や川崎市の概要に関するプレゼンテーションを実施（2014.12）

アジアや中東を中心に15ヶ国が参加

プレゼンテーションの様子

バングラデシュ人民共和国大使館 トルコ大使館

ケニア共和国大使館 ウズベキスタン大使館

アフガニスタン・イスラム共和国大使館 インドネシア大使館

クウェート国大使館 マーシャル諸島共和国大使館

オーストラリア大使館 インド大使館

ニュージーランド大使館 モルディブ共和国大使館

タンザニア連合共和国 バーレーン王国大使館

ナイジェリア連邦共和国大使館



13

２-２ 海外向け情報発信

③ 川崎国際環境技術展２０１５でのブース出展

海外向け情報発信

環境分野での産業交流、技術移転による国際貢献の推進を目的に川崎市

が「川崎国際環境技術展２０１５」を開催（2015.2）

かわビズネット事務局はブースを出展し、国内外の多くの方々に対し、かわ

ビズネットの取組や会員の技術・製品を紹介

ラオス・ベトナム・オーストラリア・中国・マレーシア等、19の国々が来場

かわビズネット紹介ＰＶ放映 かわビズネット紹介パンフレット配布
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２-２ 海外向け情報発信

④ かわビズネット紹介プロモーション・ビデオ（PV）の製作／パンフレットの改訂

海外向け情報発信

かわビズネットの活動や技術・製品などを視覚的に伝えるため、希望の

あった6会員の映像やかわビズネットの活動風景を交えたＰＶを製作（通

常版：約10分 短縮版：約4分）（2015.2）

かわビズネット紹介パンフレットかわビズネット紹介ＰＶ

かわビズネット紹介パンフレットの改訂にあたり、掲載を希望する会員を募集

した結果、日本語版には17会員、英語版には12会員が寄稿し、パンフレット

を改訂（2015.2）



２-３ 会員への情報提供
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2013年度2012年度 2014年度

「地域特性を考慮した

分散型システムセミ

ナー」の開催

（2013.2）

メールによる情報提供

（随時）

産業技術総合研究所

セミナーの開催

（2014.2）

メールによる情報提供

（随時）

①インドネシア水道関連PPP情報

交換会の開催（2014.4）

インドネシア水道関連PPP活動

報告会の開催（2014.10）

②メールによる情報提供（随時）

かわビズネットでは専用ホームページや専用メーリン

グリストを通じた会員の皆様への情報提供や、国内

外への情報発信を行っています。

http://www.kawabiznet.com
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２-３ 会員への情報提供

ＪＩＣＡ長期専門家としてインドネシアに派遣される菅原繁氏（当時：（公社）国

際厚生事業団）を講師として情報交換会を開催。8会員のほか、ＪＩＣＡ等か

らの出席者を含めて合計14名が参加（2014.4）

① インドネシア水道関連PPP情報交換会／活動報告会の開催

講演の様子（菅原 繁氏）

セミナー開催

横浜水ビジネス協議会、（一社）海外水循環システ

ム協議会との共催により、ＪＩＣＡ長期専門家として

インドネシアに派遣された菅原繁氏（現：インドネシ

ア公共事業省上水政策アドバイザリー）を講師とし

て活動報告会を開催。かわビズネットから8会員の

ほか、他団体会員等からの出席者を含めて合計

43名が参加（2014.10）
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２-３ 会員への情報提供

② メールによる情報提供（抜粋）

会員への情報提供

川崎市経済労働局「環境産業フォーラム」の御案内

ベトナム等でのプロジェクトの御案内

2014年度補正「ＪＩＣＡ中小企業海外展開支援事業」の募集について

東京大学「レアアース泥開発推進コンソーシアム」のお知らせ

インドネシア「ＬＣＣセミナー」のお知らせ

環境省「ＪＣＭ案件調査公募開始」のお知らせ

ＪＥＴＲＯ「海外・エネルギー分野の海外展開支援」の御案内

川崎市環境局環境総合研究所「海外事業展開セミナー」の御案内



２-４ かわさきグリーンイノベーションクラスターとの連携
2014年度

①かわビズネット2014年度総会で「かわさきグリーンイノベーションクラスター」との連携
について方向性を確認（2014.7）

②かわビズネット環境分野連携検討ワーキンググループ（かわビズＷＧ）の立ち上げ
（2014.10）

③かわさきグリーンイノベーションクラスターとの連携に関する意向調査を実施
（2015.2～3）

④かわさきグリーンイノベーションクラスターへ「かわビズネット」として団体加入申請
（2015.3）

かわビズ2014
年度総会にて

確認

かわビズＷＧ

設置・検討

会員への意向

調査実施

かわさきグリー
ンイノベーショ
ンクラスターへ
加入（2015.4）

18かわビズWGの様子 川崎市経済労働局から詳細を発表



１-２ 水ビジネスの基本的な流れとかわビズネットの活動内容

事業実施ニーズ把握

水ビジネスの基本的な流れ

スキーム構築・実施可能性調査

２-４ かわさきグリーンイノベーションクラスターとの連携

≪参考≫ かわビズＷＧでの検討結果 - 期待される連携モデル -

① それぞれの参画・会員企業の技術・製品の紹介

② メール等による各種情報の共有化

③ 環境分野でのＦＳ情報の提供

④ 環境分野への参入に向けたセミナーの開催

① 環境分野で連携している海外都市への参入

② 企業では経験のない分野での行政との連携

③ 市の各局が有する国等とのパイプの活用

④ 環境分野で連携している研究機関や団体との連携

⑤ 案件形成に向けたコーディネート機能への期待

水分野と環境分野をセットにした案件の提案

（ＪＣＭやＯＤＡの案件含む）

a 水質規制の必要性と下水道の整備

b 下水汚泥と廃棄物の混合処理

c 温室効果ガス削減を伴う水道・下水道の整備
海外都市

環 境

海外都市

海外都市

かわさきグリー
ンイノベーショ
ンクラスター

かわビズ
ネット

研究機関

海外都市

海外都市

かわさきグリーンイノベーションクラスター

かわビズ
ネット

大学

川崎市環境局

関係省庁

水道
下水道

(1) 案件のパッケージ化

(2) ネットワークの活用

(3) 情報共有・情報提供

19



１-２ 水ビジネスの基本的な流れとかわビズネットの活動内容

20

実施可能
性調査

事業実施ニーズ把握

現地
調査

ﾆｰｽﾞ
把握

受注
事業化

建設
完成

運転
維持管理

・ ニーズ調査

・ G to G関係に基づく
ニーズ調査支援

・ ミッション団の派遣

・ チーム形成のコーディネート

・ G to G 関係の構築による調査・事業実施の環境整備

・ 上下水道の事業運営に係る技術・ノウハウの提供

・ 国・関係団体と協力した政策・制度面での支援

・ セミナー・交流会の開催 ・ 海外向け情報発信 ・ 会員への情報提供

水ビジネスの基本的な流れ

対象国・地域のニーズ把握 スキーム構築・実施可能性調査・事業実施へのサポート

会員への情報サービス提供

2014年度以降の実現可能性調査（FS）へ2012年度～2013年度

スキーム構築・実施可能性調査

ﾁｰﾑ
形成

ﾋﾞｼﾞﾈｽ
ﾓﾃﾞﾙ形成

ダナン市セミナーの開催

２-４ かわさきグリーンイノベーションクラスターとの連携

回答率：50%（52会員中26会員から回答）

結 果：回答のあった全ての会員が、かわさきグリーンイノベーションクラ

スターへ「かわビズネット」として団体加入することに賛成

≪参考≫ かわさきグリーンイノベーションクラスターとの連携に関する意向調査結果

【主な意見】

具体的なビジネスの創出推進を期待

国内外の環境ニーズの調査・情報提供を期待

連携することによる幅広い情報の発信に期待

環境分野も含んだ一層の発展を期待

有機的な連携の実現を期待



２-５ その他（状況報告）

オーストラリア・クィーンズランド州リプリーバレーの取組

経済産業省

経済産業省委託調査

オーストラリア・クィー
ンズランド州リプリーバ
レーにおけるスマート
コミュニティ等の事業
可能性を調査

蓄電池の検討

コジェネシステムの
検討

分散型下水道・中
水道の検討

かわさき水ビジネスネットワーク

クィーンズランド州でのプレＦＳ
を受注 (2014.1)

かわビズネット
会員企業川崎市

協力

会員への照会、説明会開催

2013年度

2013年度

◆チーム形成のコーディネート

かわビズネット
会員企業

川崎市
川崎市がプレＦＳへのアドバイザ
リー業務を受託 (2014.1)

現地を訪問し、ヒアリン
グ・視察を行いながら 、
リプリーバレーにおけるプ
レＦＳを実施 (2014.1)現地でのヒアリング

2014年度

経済産業省のプレＦＳ
が終了し、現地関係
機関の動向待ち

21

積水ハウス㈱

川崎市に対
し、分散型下
水道・中水道
導入可能性
調査（プレＦ
Ｓ）に参加す
る 企 業 の 紹
介を希望

プ
レ
Ｆ
Ｓ
の
提
案
コ
ン
セ
プ
ト



参考資料 かわビズネット関連の主な活動記録（２０１4年度）

22

日 付 活 動

2014年4月22日 インドネシア水道関連PPP情報交換会の開催

4月23日 第1回幹事会

5月19日～23日 ベトナム・バリアブンタウ省における第一次官民共同ニーズ調査の実施

7月22日 2014年度総会

8月24日～29日 ベトナム・バリアブンタウ省における第二次官民共同ニーズ調査の実施

10月6日 インドネシア水道ＰＰＰ活動報告会の開催

10月8日 かわビズネット環境分野連携検討ＷＧの立ち上げ

10月28日 厚生労働省委託業務への採択

11月5日 第2回幹事会

11月19日～20日 ラオス国際セミナーでの情報発信

12月4日 大使館向けセミナーでの活動紹介

12月17日～26日 ベトナム・バリアブンタウ省コン・ダオ県現地調査（厚生労働省委託業務）

2015年2月5日～6日 川崎国際環境技術展2015でのブース出展

3月18日 第3回幹事会


